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Tephra Group on Takeshima Island, Southwest Japan
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Abstract

The Kikai-Komoriko tephra group (K-Km), distributed on Takeshima island lo-

cated on the northern rim of Kikai caldera, consists mainly of andestic ash fall depos-

its derived from intermittent eruptions. They are intercalated with some scoria and

pumice beds, one of which is tentatively correlated with the Sakurajima-Satsuma

tephra (Sz-S: Ilka) by Kobayashi and Hayakawa (1984).

We determined two C ages of humic soil just above the pumice using accelerator

mass spectrometry (AMS). The ages obtained are almost the same: 9, 310±240 and

9,670±140y. B. P. These ages as well as optical data of phenocrysts and glasses of

the pumice support the possibility of the pumice bed being correlative with Sz-S.

These data also imply that K-Km was formed around Ilka.

Key words: Kikai caldera, Takeshima island, Kikai-Komoriko tephra group (K-Km),

Sakurajima-Satsuma tephra (Sz-S), 14C dating with AMS
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Ⅰ.はじめに

こもりこう

寵港テフラ群　K-Km　は, 20枚以上の降下テフラからなり(小野ほか, 1982),鬼界カルデ

ラ北縁の竹島に分布している(Fig. 1)｡ KObayashiandHayakawa (1984)は,この中の1枚

の軽石質火山灰層を桜島一薩摩テフラ　Sz-S:Ilka　に対比している｡一方,長岡1988　は,

同一の火山灰層とその上位の軽石層をそれぞれ種子島に分布する種Ⅰ火山灰　Tn-1　と種Ⅱ軽

石　Tn-2　に対比した｡ Tn-1とTn-2は,種子島では姶良Tnテフラ(AT:25ka)より下位

にあり(長岡, 1988;奥野･小林, 1994),両者の見解は層位的に矛盾している｡ K-Kmの噴出

年代は,鬼界カルデラの火山活動史を考察する上でも重要であるが,竹島ではこれまでのところ

ATが兄いだされておらず,放射年代も報告されていないことから,その詳細は明らかでなかっ

た(例えば,町田･新井, 1992)｡筆者らは, K-Km中の軽石質火山灰層直上の腐植土の14C年

代を測定したので,その結果を報告する｡さらに岩石記載的特性もあわせて,この軽石質火山灰

層がSz-Sに対比できることを述べる｡

Ⅱ.竹島の地形･地質概略

竹島(東西5km,南北1.5km　は,カルデラ縁である南海岸から北に向って緩く傾いた台地

状の地形を示し,周囲を海蝕崖にとりかこまれている(Fig.1, Fig.2)｡

竹島での地質層序をTable lに示す｡鬼界カルデラから大規模火砕流が少なくとも3回噴出

しており,これらの火砕流噴火の間には溶岩を流出するような噴火活動も認められる｡ K-Km

は,長瀬火砕流堆積物(Ng:95ka)とアカホヤ噴火による一連の火砕堆積物　K-Ah: 6.3ka　の

間に位置している｡

Ⅲ.寵港テフラ群

竹島におけるK-Kmの柱状図をFig. 3に示す｡ K-Kmの模式地は,竹島南海岸の龍港へ下る

階段の途中である(Fig.1のLoc. ①:小野ほか, 1982)｡ここでのK-Kmは, K-Ahに覆われ,

珪化変質した赤崎溶岩(Ak)を覆っている｡このK-Kmは,淡青灰色～灰色火山砂と灰色～淡

褐色土からなり,一部に軽石またはスコリアが挟在している｡全体の層厚は,約8mである｡最

上部から約2mにある軽石層は,層厚40cm,軽石の最大平均粒径　MP　70mmで, 2つの降

下単位が認められる｡軽石の斑晶鉱物として,斜方輝石,単斜輝石が認められ,斜方輝石の屈折

率γ -1.706-1.709である(Fig. 3)｡その下位に青灰色細粒砂(層厚16cm　と暗褐色腐植土

16cm　を挟んで,軽石質火山灰層がある｡ここでの層厚は9cm, MP-1mmであり,級化

構造も認められる｡斑晶鉱物は斜方輝石に富み,単斜輝石を伴う｡.火山ガラスは灰色～褐色の軽

石型のものに富んでいる｡屈折率は,火山ガラス1.509-1.511,斜方輝石(γ　1.706-1.711で

ある(Fig.3)｡この火山灰層の岩石記載的特性は　Sz-S　新井･町田, 1980;町田･新井,

1992　とよく一致している｡これより下位の層準は,淡青灰色～灰色火山砂と灰色～淡褐色土が

互層しており,明瞭な腐植土は認められない(Fig.3)｡淡青灰色～灰色火山砂の一部には成層

構造が認められ,これらは一次堆積した降下テフラと判断される｡また,その一部は豚結してお

り,水蒸気マグマ噴火によるものと考えられる｡このようなことから, K-Kmは断続的なブル

カノ式噴火と間欠的な準プリニー式噴火によって形成されたものと考えられる｡なお,最下部の
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Fig. 1 Index and location maps

a ) Index map showing the position of Takeshima island.

The Takeshima island is located on the northern rim of Kikai caldera. Isopach map for

Sakurajima-Satsuma tephra (Sz-S) is also shown in centimeters (modified from

Kobayashi, 1986 and Moriwaki, 1992). Star represents the inferred vent position.

b ) Locality map for stratigraphic columns (See Figs. 3 and 5).

Using the topographical map of "Satsuma-Iojima" 1: 50,000 in scale, published from

Geographical Survey Institute.
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Fig. 2　Takeshima island viewed from the west.

The island is composed mainly lava flows and ignimbrites, and the slope of it dips gently to the

north.

Table 1 Summary of geology in Takeshima island (modified from Kobayashi and Hayakawa, 1984)

Age (ka)

6.3

95

●

Geological unit

Takeshim a ignim brite●
Funakura ignim brite
Funakura plinian pum ice

Komonko tephra group

Nagaseignimbnte●

Sannoehana lava

●Koabiyam aignimbrite

Akazaki lava

Magomeyama volcano

Takahirayama volcano

Remarks

Kikai Akahoya tephra

(K-Ah)

Kikai Tozurahara tephra

(K-Tz)
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約2mは,水流による淘汰を受けて斜交層理が発達している｡東側の海食崖ではK-KmとAk

の間に長瀬火砕流が遠望されることから(Fig.4),これより下位の層準は浸食によって失われ

たものと判断される｡

K-Kmの噴出火口は, K-Kmを観察できる露頭がきわめて少ないためK-Km中の降下テフラ

を1枚ごと追跡することが困難であり,現在の竹島には火口と考えられる地形も認められないこ

とから,具体的に明らかにすることはできない｡しかし,降下テフラであると考えられる淡青灰

色～灰色火山砂の割合が東部の放牧場付近(Loc. ②)よりLoc. ①の方が大きいこと(Fig.3),

竹島の西方約8kmの硫黄島ではアカホヤ噴火以後に硫黄岳成層火山と稲村岳スコリア丘が形成

されているが(小野ほか, 1982),竹島では黒色腐植土中に淡褐色土層と軽石(MP-28mm　が

散在する層準が認められるにすぎない(Fig.5)ことから判断して, K-Kmの噴出火口は竹島西

方の比較的近い位置にあったものと推定される｡

]V. 14C年代

測定した2つの試料は,どちらもLoc. ①の軽石質火山灰層直上の腐植土である｡採取した

試料から植物細根をピンセットで取り除き,さらに蒸留水中で超音波洗浄し開口径106;"mのふ

るいを通過したものを用いて,中村･中井(1988)に従って調製操作を行った｡まず1.2規定

の水酸化ナトリウム水溶液で2次有機物を1.2規定の塩酸溶液で炭酸塩を除去した｡これらの

前処理の後, CNコーダー(ヤナコ分析工業社製, MT-700)により炭素含量を測定し　Table

2),試料1は酸化コバルトと混合して真空中で950℃に加熱し,生じたC02を寒剤を用いて精製

した後,マグネシウムとともに950℃に加熱してアモルファス炭素に還元し,原子比でほぼ等量

の銀粉と混合･プレスしてC-Agペレットターゲットを作成した｡試料2は,酸化銅と共に真

空封管して950℃に加熱し,生じたC02を精製した後, Kitagawa et al. (1993)の水素還元法

によってグラファイトターゲットを作成した｡これらのターゲットを用いて,名古屋大学年代測

定資料研究センターのタンデトロン質量分析計(Nakamuraetal., 1985 ;中村･中井, 1988)

により14C年代を測定した｡

得られた14C年代値は,試料1が9,310±240y.B.P. (NUTA-2544),試料2が9,670±140y. B.

P. NUTA-3276　である(Table2 ｡ 14C年代値の算出にあたっては, Libbyの半減期5,570年

を用いて,西暦　　年から遡った年数で示してある｡また,測定誤差は, 14Cの計数にもとづく

統計誤差を考慮して1標準偏差(1 ♂)で示してある｡ 2つの測定値は, 1 αの測定誤差の範囲

内で互いに一致しており, 2次的に混入した炭素は十分に除去できているものと考えられる｡両

者の平均値は, 9,490±140y. B.P.であり, K-Ahとの層位関係からみても調和的である｡

Ⅴ.議論

Sz-Sは,大木･早坂(1970)の新期火山灰･軽石層のうちの降下軽石層,薄層理軽石質火山

灰層に相当する(小林, 1982, 1986)｡このテフラの名称は,新井･町田(1980)が,南九州一

円に分布して考古学上重要な鍵層である降下軽石層に対して"薩摩"と命名したことにちなんで

いる｡薄層理軽石質火山灰層は,特徴的なラミナ構造をもち,炭化木片を含むこと,分布が鹿児

島市周辺に限定されることなどからサージ堆積物と考えられる(小林, 1986)｡このサージ堆積

物中の炭化木片の14C年代が,桑代(1970),石川ほか(1972),町田ほか(1984)などにより報
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Fig. 3　Columnar sections of Komoriko tephra group (K-Km).

Ak: Akazaki lava, K-Ah: Kikai-Akahoya tephra
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Fig. 4　View of the upper part of the sea cliff near komoriko, south coast of Takeshima island.

Ak: Akazaki lava, Ng: Nagase ignimbrite, K-Km: Komoriko tephra group, Tk: Takeshima

ignimbrite
●

⑧ Onbozaki

琢
2
^
お
隊
｢
卜
.

-1,720 ± 110 y.B.P. (NUTA-3273)

(Okuno and N血mura, unpubli血ed)

Fig. 5　Columnar section of pyroclastic fall deposits of the past 6,300 years.

Symbols as Fig. 3.

告されており,これらはほぼ10,000-ll,OOOy. B. P.の範囲にある｡今回得られた腐植土の14C年

代はこれら年代値よりやや若く,直下にある軽石質火山灰層がSz-Sに当るとすれば調和的であ

るといえる｡既述のように岩石記載的特性もよく似ていることもあわせて　K-Km中の軽石質

火山灰層はSz-Sに対比することができると判断される｡

竹島でのSz-Sの分布図をFig.6に示す｡竹島での層厚は　　9cmで,九州本土の等層厚線
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Table 2　Results of 14C dating with AMS

No.　　Locality Material　　　%C C age* Error**　　　　　Measurement code

1　　　　①　　　　　Humic soi1　2.6　　　　9,310±240　　　　　　　　NUTA-2544

2　　　　①　　　　　Humic soil　1.8　　　　9,670± 140　　　　　　　　NUTA-3276

*　Basedon the Libby's 14Chalfof5,570 years; 0 y.B.P. -AD 1950.

* * Based on statistical 14C-counting errors and given as one standard deviation (one sigma).

Fig. 6　Thickness map for Sz-S in Takeshima island, values in centimeters.

図(Fig.トa)とはやや調和的でない｡これは薩摩半島南部におけるSz-Sの分布が詳しく確認

されていないことによると考えられる｡また, Sz-Sは10のメンバー(Sa-I-X)に細分され,

そのうちのSa-IとSa-1は比較的大規模なプリニー式噴火によるもので,桜島の西方から南方

にかけて分布している(森脇, 1990 ｡竹島のSz-Sもおそらくこれらのメンバーに対比される

ものと思われる｡

K-Kmは,模式地などでK-Ahに整合的に覆われており(Fig.4),今回の14C年代およびSz-S

の噴出年代からIlka前後の断続的な噴火によって形成されたものと推定される｡しかし,噴火

活動の具体的な継続期間については,最下位の年代が確定しておらず,今後さらに検討する必要

がある｡
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